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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の初修中国語教育に適したハイフレックス型授業の有効性を検証する
ことを目的とし、国内外の先行研究を参照してモデルの構築と実践を行った。各所属機関で教室同期型対面授業
と自宅からの同期型遠隔授業を組み合わせたハイフレックスクラスを実施し、その録画を収録して授業効果を分
析した。担当教員による評価の結果、組織はハイブリッド型授業に適したインフラ環境の整備、授業者は対面と
オンラインモードの双方に同質の教育を保障する授業デザイン力、学習者には自律学習能力の向上が求められる
ことが明らかになった。また、教員・学生・教材間のインタラクションを促進する授業方略と継続的サポートの
必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the effectiveness of HyFlex classes tailored to 
beginner Chinese language education in Japan. Based on prior research conducted both domestically 
and internationally, we developed and implemented an appropriate model. HyFlex classes, which 
combine synchronous face-to-face classroom sessions with synchronous remote learning from home, were
 conducted at each participating institution. These classes were recorded, and their effectiveness 
was analyzed. Evaluations by the instructors revealed several critical findings. Institutions need 
to establish infrastructure suitable for hybrid classes. Instructors must design lessons that ensure
 equal quality of education in both face-to-face and online modes. Additionally, learners need to 
improve their autonomous learning skills. The study also highlighted the necessity of lesson designs
 that promote interaction among teachers, students, and teaching materials, along with the need for 
continuous support.

研究分野： 中国語教育

キーワード： HyFlex Class　Hybrid teaching　Class Action Research　Interaction Design　Teaching presence　
Learner presence　Transcription　Code Switching

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ハイフレックスモデルの理論研究と実践に基づき、日本の初修中国語教育に最適なハイフレックス型授業の有効
性を検証した。対面とオンラインモードの同期配信の課題を明らかにし、教員と学生の発話行動分析によって、
授業改善には各ステークホルダーの協働が不可欠であり、ハード・ソフト両面で教育資源の有効管理が重要な課
題となることを示した。少子高齢化の課題を抱える日本において、ハイフレックスの柔軟な学習形態の継承発展
は、質量両面で大学教育の国際化と大学運営基盤の維持強化に繋がることを主張した点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 

ハイフレックス（Hybrid-Flexible Course：HyFlex）型授業は、対面、同期オンライン、非同期オンラインの

形式を提供する授業デザインであり、欧米では 30 年近くの研究実績がある。日本でも COVID-19 禍による対面

授業と感染リスクの両立を目指す試みとして、ハイフレックス型授業が注目されるようになった。本研究はハ

イフレックス授業の有効性を検証し、教員・学生双方にとって拡張性と持続性に優れた授業運営方式であるこ

とを科学的指標で示すべく本研究に着手した。ハイフレックス型授業の課題は、対面とオンライン受講生に同

質の授業を保証する科学的指標の不在にある。我々はハイフレックス型授業の Host（教師・インストラクタ

ー）と Remote（学習者）間の相互対話距離が最適となるモデルを求めるため、対面・非対面場面で教員・学習

者間で交わされる相互行為の分析を進め、その相関データからハイフレックス型授業の質保証のための指標を

作成することを目指した。ところがコロナ禍収束とともに大学授業を対面に戻す動きが加速したことで、研究

期間の後半では本研究分担者が自校でのハイフレックス授業を実施できなくなった。また、外国語授業活動の

マルチモーダル情報の収集と分析には多額の経費が必要であり、科研費の負担能力を超えることが判明した。

そこで令和 4年度以降、当初の課題計画を修正し、対面授業の観察を主に分析を進め、初年度収録済みのハイ

フレックス授業録画分析結果を活かして研究を進めた。 

 

2. 研究の目的 

2-1. ハイフレックス型授業ローカライズの最適化検証 

日本の外国語教育に適したハイフレックスモデルを探るため、先行実践例と研究の知見を参照し、実践データ

の分析を行う。具体的には、北米や豪州などの先行実践例を参考にしながら、日本の大学初修中国語教育に最

適なハイフレック型授業を実施し、その効果を検証する。 

2-2. 教育の質保証のための科学的指標の確立 

対面とオンライン受講生に同質の授業を提供するため、教員と学生間のインタラクションを分析し、指標を作

成する。対面・非対面場面での教員と学生間の相互行為活動をデータ化し、そのインタラクションの質量の検

証によって、対面とオンラインで同質の授業を提供するための科学的指標を求める。 

2-3. 教育資源の有効活用と改善 

ハイフレックス授業実施に欠かせない電子教材や LMS の配置と共有に関する分析を行う。そのための Zoom や

Moodle、メタバース、VR など新しい教育ツールの学習効果を調査し、持続可能な外国語教育の実現に向け Good 

Practice を示す。 

 

3. 研究の方法 

3-1. 先行実践例と理論文献の調査 

北米生まれのハイフレックス教育を日本の大学初修中国語教育に適した実践モデルとするため、先行実践例お

よび関連理論文献を参照し、代表的著作である(Beatty2019)を一年かけて輪読した。研究期間後半では、ハイ

ブリッド型や対面型授業に範囲を広げ、関連著作の情報共有を行った。 

3-2. ハイフレックス型中国語授業の実施と成果検証 

2021 年度秋学期に、日本の 3 つの大学で初修中国語のハイフレックス授業を実施し、各校の実施条件に応じ

て数本の録画を収録し、相互評価を行い、詳細な分析を行った。FLint system（Foreign Language interaction 

system：外国語相互作用分析システム）や COI（Community of Inquiry：探求の共同体）の枠組みを参照し、



オンライン授業における教員と学生の発話行動を定量化し、授業デザインが学生の学習体験に与える影響を調

査した。 

3-3. アンケート調査と継続的フィードバック 

教員および学生を対象に大小様々な規模のアンケート調査を実施し、授業分析および学生の反応を検証し、結

果を次の授業実践に反映した。比較的規模の大きいアンケート調査では、担当教師の視点からハイフレックス

授業実施の課題やコストについて評価を依頼した。 

3-4. 学習活動および教材設計と評価 

授業録画分析と教員や学生へのアンケート調査を通じ、ハイフレックス授業実施に適した電子教材やツール、

教学活動を支援する学習管理システム構築の必要性を痛感し、そのための教育資源再配置とこれらを有効活用

した授業例を紹介した。 

3-5. 国際共同による外国語教育法の再検討 

ハイフレックス型授業モデルのローカライズに必要な教育方略を検討するため、国内外の第二言語習得

（Second Language Acquisition：SLA）および外国語教育政策の専門家と討論を重ね、成果を論文にまとめ共

同執筆を行った。 

 

4. 研究成果 

4-1. ハイフレックス型授業のローカライズと最適化検証の研究成果 

令和 3 年度は国内外のハイフレックス型授業に関する先行研究や機関の報告を渉猟し、輪読形式で(Beatty 

2019) を読み進めるなど、理論面での知見の蓄積を行った。実践面では、教室同期型対面と自宅等からの同期

型遠隔を組み合わせたハイフレックスクラスの実施に向け、理論と実践の両面から取り組んだ。 

4-2. 日本における中国語ハイフレックス授業の評価 

2021 年度秋学期に実施した 3 大学での初修中国語ハイフレックス授業の成果を、主に担当教員のアンケート

結果に基づき評価を行った。Beatty（2019）および浦田（2022）を参照して評価項目を策定した。大学授業の

ステークホルダーを組織・教員・学生に三分類し、三大学の担当教員が各自の実践知に基づき、ハイフレック

ス授業のメリットとデメリットを評価した。その結果、各機関は継続してハイブリッド型授業に適したインフ

ラ環境の整備構築と通信機器運用支援を行う必要があること、教員は事前に対面と遠隔両モードの学習活動や

インタラクションをデザインした教材作成やタスク設計が不可欠であること、学生はオンライン学習時の時間

管理や学習方法の調整能力が求められることなどの課題が明らかになった。 

4-3.様々なハイブリッド型授業の実施 

令和 4年度は、研究分担者が自身の教育機関でタイプの異なるハイブリッド授業を実施し、分析を進めた。大

学ハイフレックス型授業で地域文化をテーマにした多言語 PBL 国際協同コースでは，縄文・アイヌ文化の博物

館ガイドをテーマに、学習成果物と学習者の認識を質的に分析した結果、学習者は国際協同学習環境でのグロ

ーカルな学習活動の有効性を明らかにした。CBI タイプのハイフレックス中国語授業では、参加者のインタラ

クション活性化に最適なデザインを探求した。同時に対面・遠隔同時配信の支援課題や通信環境、および中国

語教育独自の課題も浮き彫りになった。 

4-4. 四大学共通学生アンケート 

令和 4 年度春学期の対面授業に対する四大学共通フォーマットによる学生アンケート（N=215）を実施し、教

員と学生の対話活動について分析を行った。結果から、更なる授業効果向上にはクラス規模や授業デザインの



見直しのほか、担当教員の教育観の更新や学生の自主性の育成が必要であることが示された。三大学中国語教

員によるハイフレックス授業評価のアンケート結果は上掲 4-2.に記示した。 

4-5. 教育資源の有効活用と授業改善 

最終年の令和 5年度は、初年度に実施したハイフレックス授業の考察を 4本論文化し、それぞれ国内外の学会

で研究成果報告と学術誌掲載した。また、ハイフレックス授業を支える言語教育の基本課題に取り組み、熟練

教員の初級中国語授業中の発話特徴、および習得目標言語（L2）と学習者の母語（L1）の Code Switching に

関する調査を進め、学会で報告した。 

4-6. 外国語教育法の国際共同討論 

令和 3年度は世界中がコロナ禍による緊急オンライン教育の試行期であり、日本の大学の対応に関する論文を

英語と中国語で論文化し、米国・中国・台湾の研究者を招聘し、それぞれの地域におけるオンライン授業の経

験を共有した。令和 4年度は北京の中国語教育の専門家を招き、インタラクション方略に関する公開座談会を

開催して、学習者との相互活動の中で基礎技能を習得する教授法について議論し、成果を座談会記録として公

開した。令和 5年度は中国の大理大学＆上海外国語大学の英語教育研究者とともに、中国と日本の英語早期教

育の政策と理念に関する共著を、小学校と大学の外国語教育の資源配置についての共著を執筆した。国際共同

による研究は語学教育を取り巻く政治的・文化的環境の差異とともに、互いの長所も顕在化し、観察に新しい

視点をもたらした。 

 

5. 結びに替えて 

国土面積が広く、学習者の構成が多様であるほど柔軟な教育手法が求められ、遠隔教育の需要が高まる。米

国や豪州で遠隔教育が長い歴史を持ち、中国でもオンライン教育が興隆しているのはこのためである。オンラ

イン教育は緊急事態や遠隔地でも受講の選択肢を提供し、教育機関の広域化に寄与し、大学教育の国際化と基

盤強化に繋がる。日本は遠隔教育の導入が遅れたが、過去 3年余の緊急オンライン教育で、多くのメリットが

見直された。オンラインやハイブリッド授業は、学習ルートと教材の多様化、学習時間の増加により、学習者

の成績は対面授業と同等かそれ以上である（Means, et al., 2010）。我々のハイフレックス授業も同様に学生

の成績が低下することはなかった。 

遠隔教育はコースへのアクセスと自己管理の利点を提供するが、電子メディアのみの対話は学習経験が制限

される。（Beattie & James,1997）以来、遠隔（オンライン）教育で得られる経験と成果はトレードオフの関

係にあることが指摘される。遠隔教育はコースへのアクセスと学習自己管理の利点を提供する一方で、電子メ

ディアを介する対話だけでは、学生の学習経験を制限する可能性が高い。複雑な組織でのコミュニケーション

能力育成には、多様なコンテンツ配信と対面での相互作用が必要である（Saunders & Dryden, 1998）。ハイフ

レックス型授業は、オンラインと対面の利点を併せ持ち、低コストで実施可能な教育手段である。その成功の

鍵は、①インフラ環境の整備、②授業デザインと教授方略、③学生の自律能力であることは、本研究でも明ら

かになった。ハイフレックス授業の最大の課題である、対面とオンラインで同質の教育内容を保障できるか否

かは、まさに上掲①②③の条件を整えられるかにかかっている。②に関しては、生成 AI や電子教材の活用を

含め、対話活性化のための教授技量の向上が望まれる。③では、日本の学生も自律的学修能力を身につけつつ

あるが、受動的学習文化を一気に変えるのは難しい。多くのアジアや東ヨーロッパ、イスラム諸国でオンライ

ン教育が浸透しにくいのは、教師が学生の学習に完全に責任を持つパターナリズムが指摘される。これらの地

域では、自発的な質問やフィードバックが少なく、対話中心の授業は受け入れにくい。技術的にいかに優れた



オンラインコースでも文化的・宗教的な認識の境界を越えるには時間を要する（SCaLLON & SCaLLON,1994：

Archee& Saunders, 2001）。①のインフラ環境に関しては、我々のハイフレックス授業評価では、各所属機関

の整備不足が指摘された。日本の大学は対面授業再開にシフトし、ハイブリッド・ティーチング・アプローチ

継承には消極的である。COVID-19 の位置づけが第 5類感染症へ移行し、対面授業が加速する現在、オンライン

教育のためのインフラ整備や人材育成支援が止まる恐れがある。対して感染予防策のためのマスク着用や教室

人数制限は続き、外国語教育に不利な環境は変わらない。ハイフレックスモデルは学習者の選択を尊重し、教

員と学生の自主的な取組をベースとするが、受講選択権の範囲は地域や機関によって異なる。必ずしも Beatty

（2019）のようにオンライン授業提供を学生の私用まで許容せず、社会的非常時に限定する方式もある。今後

は生成 AI を含む教育資源の管理と学修環境の構築が重要課題となるだろう。少子高齢化の日本では、ハイフ

レックスの継承発展が大学教育の国際化と基盤強化に繋がる。三年余の緊急オンライン教育を通じて日本の学

生の自律性も向上してきた。ハイフレックスを常態化するため、教育機関はインフラ整備と教員の研修を継続

し、学習者の自律学習を促進する必要がある。我々は新規科研課題においてハイフレックス型授業の遺産を継

承発展させ、引き続き外国語教員の授業力向上支援のための研究に繋げていく。 
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